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Ⅰ　緒言
　管理栄養士養成校であるA大学B学部のWebサイトは2017

年２月にリニューアルされ２年目が経過した。2017年度はリ

スティングにより集客数を増加させたが、2018年度はSearch 

Engine Optimization（以下；SEO）対策は行わなかった。高橋

章ら（2013）はWeb上における技術的な問題点の解決が、SEO

対策に役立つと報じている。実際ロボット検索にかからなけれ

ば、広告を除けば検索上で上位になることはあり得ない。従っ

て、単純なサイト構造や適切なメタダク※１なども必要と思わ

れる。またサイト上に意図的な検索によく使われ、なおかつ学

部サイトに必要なキーワードの構築は今後重要な課題となるこ

とは過言ではない。さらにコンバージョン（CV以下）※２数の

要旨
　本学部の Web サイトは 2017 年２月に開設され、現在に至るまでセッションは順調に増加している。開設３年
を迎えたセッション数は２月から３月では 2017 年＜ 2018 年、４月から７月までは 2017 年＜ 2018 年＜ 2019
年とすべて有意に増加した。Web サイトのセッション数の変動は月別に同様の傾向を示すことから、2017 年８月
から 2018 年７月までと 2018 年８月から 2019 年７月までの月別セッション数を「スマートフォン」と「PC お
よびタブレット」に区分し比較した。2017 年８月から 2018 年１月と 2018 年８月から 2019 年１月では、後者
が PC およびタブレット p ＝ 0.004 と有意に増加し、2018 年３月から 2018 年７月と 2019 年３月から 2019 年
７月では、後者がスマートフォン p ＝ 0.009 と有意に増加し、これらより月別セッション数の増加はデジタルディ
バイスの影響が認められた。2019 年５月 15 日から８月 14 日における学部 Web サイトの記事カテゴリーのペー
ジビュー数は、卒業生、在学生、受験生応援サイト、オープンキャンパス（OC）の順で多く、卒業生と OC、受
験生応援サイトに（p ＜ 0.01）、卒業生と在学生、在学生と受験生応援サイトに（p ＜ 0.05）の有意差を認めた。
OC 参加者による学部 Web サイト閲覧の月別比較では、2019 年は 2018 年に比べ有意（p ＜ 0.01）に高かったが、
同年の体験授業の予告 Web サイトでは差がみられなかった。
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July 2019, the latter significantly increased with smartphone, p=0.009. From this information, the increase in the 
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ターゲットなどの戦略も必要不可欠である。しかし、大学の

Webサイトは一般のWebサイトのように商品の販売をCV数と

数えにくいという問題がある。そのため、学部・学科のWebサ

イトに何を求めてアクセスするのかが判断しにくいのが現状と

言え、入学情報などから閲覧回数が数回で直接入学に結びつく

とは考えきれない。それでは一体どのようなWebサイトが期

待されているのだろうか。購入するものが決定していてWeb

決済するだけであれば単純であるが、学部・学科のサイトの意

義や求められているものは複雑である。

　現在、学部Webサイトでは、2019年５月よりB学部で新たに

開始した受験生応援サイト、卒業生紹介、在学生紹介さらにオー

プンキャンパス（以下；OC）の開催前に体験授業のお知らせ

など、ブログの掲載を積極的に実施し、定期的に更新してきた。

　ブログは一言でいえば、集客を目当てにした企業活動の手法

ということになるが、もう少しかみ砕けば、顧客との接点を作

るというのが企業ブログの大きな目的である。学部Webサイ

トは大学に入学することにつなげることが目的であると考えれ

ば、入学志願者との接点の場としてブログは活かされなければ

ならない。端的に言えばブログの内容が顧客である入学志願者

のニーズに合っているかどうかが今後の課題となる。従って、

学部の教員間で学部PRポイントを共有できるようなインフラ

環境の整備、ヒューマンインフラこそが、結果的にはインパク

トのあるWebサイトを作るに至ることは間違いないと思われ

る。

　これらのことより、学部Webサイトのアクセス状況を検証す

ることがまず重要であり、２年間を経たページの寿命は適切か、

最近の閲覧数に低下がみられれば、まずその現状を把握するこ

とが重要になってくる。大学ブランド力の強みをPRし、入学

志願者との信頼関係を築くことは極めて重要である。例えばあ

る記事が連載されて、その集客が他の学部サイトの閲覧に影響

を及ぼすような有用なページがあれば、閲覧者は恒常的に増加

し、学部の評価を高めることに寄与することが可能である。青

地克頼ら（2017）は学部Webサイトには学生目線が必要であり、

学びの理解度の高い学生は、学部Webのどの情報にも目を向

ける傾向にあると報じている。

　しかし、Webサイトの寿命は２～４年とも言われている。現

在に至っては、学生目線の変化やデジタルディバイスの変化は

著しい。そこで今回の研究では、特に開設以降３年間の学部

Webサイトの閲覧情報をユーザー、集客、顧客などの基本的

な情報を基に分析し、次年度への学部Webサイトのリニュー

アルに向けた対策と方向性を得ることを目的とした。

Ⅱ　方法
１） Ｂ学部Webサイトの閲覧状況をGoogle社の解析ソフトで

あるGoogleアナリシスにより2017年２月１日～2019年７

月31日までのWebサイトのセッション数、ユーザー数を

求めた。

２） 学部のWebサイトは、各年度とも月別に閲覧数の特徴が

みられるため月別に比較検討した。

３） 学部Webサイトのデジタルディバイスごとに、直近のセッ

ション数２年分を比較検討した。

４） 学部Webサイトのデジタルディバイスごとに、オペレー

ティングシステムについて比較検討した。

５） 学部Webサイトのデジタルディバイスごとに、上位チャ

ネル※３について比較検討した。

６） 学部Webサイトの記事カテゴリーの再構築を図るため、記

事カテゴリーページビュー数を検討した。

７）  OC学部コーナー来場者による学部WebサイトのOCブログ

および体験授業ブログの閲覧状況について、2019年度と

2018年度を比較した。

８） 統計解析はIBM SPSS Statistics Ver.22.0を用いた。分析は、

一元配置分散分析（対応のあるサンプル）を用い、ボンフェ

図１　セッション数とユーザー数の推移
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ロニーの多重比較を用いた。有意水準はすべてp＜0.05と

した。

Ⅲ　結果
１ ）Googleアナリシスにより2017年２月１日～2019年７月31

日までのB学部のWebサイトのセッション数、ユーザー数の

推移を月別に求めた。B学部のWebサイトは2017年２月に開

設され、現在に至るまでセッションは順調に増加した（図

１）。ページビュー数の変化は2018年２月に増加し、以降安

定した推移を遂げている（図２）。セッション数におけるペー

ジビュー数の割合の変化は、2018年２月に増加し2019年５月

に低下した（図３）。

２ ）学部Webサイトを2019年、2018年、2017年の同月のセッ

ション数で比較した。２月と３月のセッション数は、2019年・

2018年は2017年と比較し有意（p＜0.01）に増加した。４月

と５月では、2019年は2018年と比較し有意（p＜0.05）に増加、

2019年・2018年は2017年と比較し有意（p＜0.01）に増加し

た。６月では2019年は2018年・2017年と比較し有意（p＜0.01）

に増加、2018年は2017年と比較し有意（p＜0.01）に増加し

た。７月では2019年は2018年と比較し有意（p＜0.05）に増加、

2019年・2018年は2017年と比較し有意（p＜0.01）に増加した。

９月、11月、12月では2019年は2018年と比較し有意（p＜0.01）

に増加した。10月、１月では有意差は認められなかった（図４）。

３ ）学部Webサイトのデジタルディバイス（スマートフォン、

PCおよびタブレット）ごとに直近のセッション数２年分を

比較検討した。

　 　それぞれのデバイスからのセッション数の区分は2017年８

月～2018年７月と2018年８月～2019年７月とし、スマート

フォンからのセッション数を比較した結果、有意差が認め

られた月を以下に示す。2017年９月と2018年９月（p＜0.05）、

図２�ページビュー数の推移

図３　�セッションごとのページビュー数の推移
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2017年10月と2018年10月（p＜0.05）、2017年11月と2018年11

月（p＜0.001）、2017年12月と2018年12月（p＜0.05）、2018年

３月と2019年３月（p＜0.01）、2018年４月と2019年４月（p

＜0.001）、2018年５月と2019年５月（p＜0.001）、2018年７月

と2019年７月（p＜0.001）であった。2017年と2018年を比較す

ると、2018年が９月、11月・12月で高値を示し、2018年と2019

年を比較すると2019年が３月～７月で高値を示した（図５）。

　 　PCおよびタブレットからのセッション数を比較した結果、

有意差が認められた月を以下に示す。2017年８月と2018年８

月（p＜0.01）、2017年９月と2018年９月（p＜0.01）、2017年

10月 と2018年10月（p＜0.01）、2017年11月 と2018年11月（p

＜0.001）、2017年12月と2018年12月（p＜0.001）、2018年１月

と2019年１月（p＜0.001）であった。2017年と2018年を比較

すると、2018年で８月～12月が高値を示し、2018年と2019年

を比較すると2019年１月が高値を示した（図６）。

　 　学部Webサイトのデジタルディバイス（スマートフォン、

PCおよびタブレット）の2017年８月～2018年７月と2018年

８月～2019年７月までの変化の割合をセッション数、ユー

ザー数、ページビュー数、セッション数、ページ／セッション、

平均セッション時間、直帰率、新規セッション率の比較した

結果、両デジタルディバイスともセッション、ユーザー、ペー

ジビュー数、直帰率において増加、スマートフォンではペー

ジ／セッション、平均セッション時間が増加、PCおよびタ

ブレットでは、新規セッション率が増加した。逆にスマート

フォンでは新規セッション率、PCおよびタブレットではペー

ジ／セッション、平均セッション時間が減少を示した（表１）。

４ ）学部Webサイトのデジタルディバイスごとにオペレーティ

ングシステムについて検討した結果、スマホからは2018年８

図４　デジタルディバイスからの月別総セッション数の比較

図５　スマートフォンにおける月別セッション数の比較
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月～2019年７月ではiOSが75.15％、Androidが24.82％、その

他が0.03％であった。2017年８月から2018年７月ではiOSが

71.69％、Androidが28.22％、その他が0.09％であった（図７）。

　 　PCおよびタブレットからは2018年８月から2019年７月では

Windows 78.00％、iOS 8.27％、Android 7.32％、Macintosh 

5.83％、 そ の 他 0.58％ で あ っ た。2017年 ８ 月 か ら2018年

７ 月 で はWindows 83.18％、iOS 8.02％、Android 2.59％、

Macintosh 5.92％、その他 0.29％であった（図８）。

５ ）学部Webサイトのデジタルディバイスごとにアクセス

チャネルについて検討した結果、スマートフォンからは

2018年８月～2019年７月ではDirect 37.9％、Organic Search

（Google）31.3%、Referral/seitoku.jp 15.8％、Organic　

Search（Yahoo）11.2％、その他 3.8％であった。2018年８月

から2019年７月ではDirect 42.4％、Organic Search（Google）

22.8%、Referral/seitoku.jp 18.4％、Organic Search（Yahoo）

12.2％、その他 4.2％であった（図９）。

　 　PCおよびタブレットからは2018年８月～2019年７月では

Referral/seitoku.jp 45.1％、Direct 20.3％、Organic Search

（Google）17.8%、Organic Search（Yahoo）12.5％、その他 4.3％

で あ った。2018年８月 ～2019年７月で はReferral/seitoku.

jp 64.1％、Direct 14.4％、Organic Search（Google）9.4%、

Organic Search（Yahoo）7.5％、その他 4.6％であった（図10）。

図６　PCおよびタブレットにおける月別セッション数の比較

図７　スマートフォンにおけるオペーレーティングシステム利用の割合

2017年８月～2018年７月 2018年８月～2019年７月

表１　閲覧状況におけるデジタルディバイスによる比較 （％）
セッション数 ユーザー ページビュー ページ/セッション 平均セッション時間 直帰率 新規セッション率

スマートフォン 12.71 6.34 25.04 10.95 3.22 1.14 -5.85
PCおよびタブレット 20.94 30.28 18.61 -1.93 -11.63 16.45 7.68
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図８　PCおよびタブレットにおけるオペレーティングシステム利用の割合

2017年８月～2018年７月 2018年８月～2019年７月

図９　スマートフォンからのアクセスチャンネル利用の割合

2017年８月～2018年７月 2018年８月～2019年７月

Google

Yahoo Yahoo

Google

Yahoo Yahoo

Google

Google

図10　PCおよびタブレットチャネルからの利用の割合

2017年８月～2018年７月 2018年８月～2019年７月
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６ ）2019年５月からスタートした記事カテゴリーのページ

ビュー数を検討するために主要カテゴリーである卒業生、在

学生、OC、受験生応援について2019年５月15日～2019年８

月14日の３か月間のページビュー数を検討した結果、ページ

ビュー数は、卒業生 219.8±88.7、在学生 148.6±48.9、受験

生応援サイト 139.4±38.6、OC 93.7±22.3の順であり、卒業

生とOC、受験生応援サイトにp＜0.01、卒業生と在学生、在

学生と受験生応援サイトにp＜0.05の有意差を認めた（図11）。

７ ）B学部のOCに参加した高校生のうち、学部コーナー来場者

で学部Webサイトを閲覧したことのある者の割合を、OC １

回あたりの人数で示し比較した。その結果、2019年は2018年

に比べ有意（p＜0.01）に高かった。体験授業の予告Webサ

イトについても同様に比較したところ、差がみられなかった

（表２）。

Ⅳ　考察
　2017年２月１日～2019年７月31日までのB学部のWebサイト

のセッション数、ユーザー数の推移を示した。11月から１月、

５月に減少する傾向がみられるが、全体としてはセッション数、

ユーザー数は順調に推移している。2018年２月以降、セッショ

ン数とユーザー数の差が開いてきた。このことは同一のユー

ザーによるアクセスの増加が考えられるが、ユーザー数が増加

しているので問題はないと解釈される。ページビュー数は2018

年２月以降大きな変動はみられず、１セッション当たりのペー

ジビュー数が2019年２月では、コンテンツ内容の充実に伴い増

加傾向がみられるが、その後５月には減少した。１セッション

当たりのページビュー数が減少したのは、ブログなどのある記

事のみを閲覧するユーザーが増加したことによると思われる。

　学部Webサイトについて、飼原壽夫（2013）は、想定する

閲覧者別の提供情報を、「社会責任のある公式情報発信の場」

「入学志願者とその父兄、進路担当者向け」「在学生向け」「卒

業生向け」「社会連携」「企業・公共機関の関係者」などに分類

し利用していると報じている。B学部でも月別のセッション数

は、入学などを希望する高校生の閲覧動向の影響か９月から翌

年１月は全体として低い傾向にある。従ってこれらの時期には、

一般入試、センター試験利用者などに魅力を引くWebの内容

を構築する必要があると思われ、提供情報の分類に合わせ、特

にWeb記事などのイベントが必要と思われる。今回は、Web

閲覧のデジタルディバイスを「スマートフォン」と「PCおよ

びタブレット」に分類し2017年の８月からと2019年の８月から

のそれぞれの１年間を比較検討したところ、2017年９月～2018

年１月においてはPCおよびタブレットの有意な増加がみられ、

一般入試、センター試験利用入試希望者が閲覧した可能性があ

る。また、2018年９月、11月、12月、2019年３月～７月にはス

マートフォンの有意な増加がみられた。このことからAO入試

や指定校推薦入試の希望者や高校２年生などはスマートフォン

を利用した可能性がみられたが、閲覧者を特定できないので仮

説的見解である。2018年２月～７月と2019年２月～７月のPC

およびタブレットの利用者に差がなく、2018年３月～７月と

2019年３月～７月のスマホの利用者のセッション数が有意に増

加したことより、Webサイトの構築では、今後スマホ対策の

必要性が重要であることが判明した。年度末などにランディン

グページなどの必要もあるかもしれない。学部Webサイトの

デジタルディバイス（スマートフォン・PCおよびタブレット）

ごとのセッション数、ユーザー数、ページビュー数、ページ／

セッション、平均セッション時間、直帰率、新規セッション率

の比較では、PCおよびタブレット閲覧者の問題点がみられる。

小川卓（2017）は、Webサイトの長所と短所、特徴などを把

握することの意義を述べており、改善に貢献しなければならな

いとしている。本研究においても、内容とセッション数の有意

図11　記事カテゴリーごとのページビュー数

2019年 2018年
平均±標準偏差 平均±標準偏差 p

学部コーナー来場者/回 45.38 ±14.60 29.23 ± 9.97 0.007
体験授業参加者/回 16.29 ± 7.23 10.70 ± 5.21 0.083

表２　学部コーナー来場者・体験授業参加者の学部Webサイトの閲覧者数
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な増加はみられたが、１回の閲覧で見るページ数が少なく、時

間が短く、すぐに閲覧を諦める傾向がみられた。ページビュー

数が増加していることもあり、ページそのものの問題というよ

りは、ある特定の例えば記事等へのアクセスがPCおよびタブ

レットより増えた可能性が示唆される。今後もスマートフォ

ンとPCユーザーの目的などを解析する必要があると思われる。

また山浦直宏ら（2018）は、現在ではスマホサイトとPCでは

ユーザーの目的や訪問時の状況が大きく異なるため、スマホサ

イト改善の必要を報じている。従ってB学部の学部Web作成プ

ロジェクトにおいても、サイトの目的やスマートフォンでのデ

バイス、アクセス状況をさらに詳細に検討しなければならない

ことがわかった。スマートフォン・PCおよびタブレットのオ

ペレーティングについては、スマートフォンはiOSが2017年８

月からと2018年８月からのそれぞれの１年間においてほとんど

変化がみられない。これらの年代層にはOSの安全度の高いiOS

が好まれていると思われる。PCおよびタブレットでは同年次

の比較でWindowsが５％減少したが、Androidが５％増加した、

おそらく比較的安価なAndroidタブレットの購入が影響してい

るのではないかと思われる。

　スマートフォンからのアクセスチャネルとPCおよびタブ

レットからのアクセスチャネルを2017年８月からと2018年８月

からのそれぞれの１年間において検討した結果、学部Webサ

イトへの流入経路に大きな違いがあることがわかった。スマー

トフォンからはDirect、PCおよびタブレットからはReferral/

seitoku.jpが多い。これらはスマートフォンからは入学センター

＠LINEからの流入、PCおよびタブレットからは入学センター

のサイトから学部Webサイトへの流入と考えられる。またデジ

タルディバイスの年度間での比較では、スマートフォンからは

Directによるものが2017年８月からは42.4％であったが2018年

８月からは37.9％に減少し、Organic Search（Google）による

ものが22.8％から31.3％と増加しReferral/seitoku.jpが減少した。

これらの対象者のWebサイトへの閲覧が検索エンジンを使っ

ていることも想定できランディングページ（以下；LP）の必

要性やSEO対策が必須と思われる。一方、PCおよびタブレッ

トからのデジタルディバイスの年次比較をみるとReferral/

seitoku.jpが大幅に減少し、Directが増加した。Androidタブレッ

トなどからのLINEの増加やブックマークなどの利用による

増加が予想される。またOrganic Search/GoogleおよびYahoo

も増加傾向で、2019年は合算すると30.4％で、前年16.9％から

13.5％増加した。閲覧者のこのような検索エンジンを使用する

ことによって直接、記事へのアクセスが上がっている可能性を

否定できない。

　2018年５月からの記事のカテゴリー別にページビュー数を検

討した結果、OCの記事は開催前後のページビュー数は上がる

が、その後はあまり閲覧されていない。すべての項目と有意差

のあった卒業生の記事は、長い期間にわたりまんべんなく閲覧

されている。また、実際はページの中のキーワードがロボット

検索にかかりやすいかといった問題もあると思われる。卒業生

の記事の中には２語のキーワードの検索でGoogleによる検索

サイトの10位に位置したものもあった。大きなSEO対策は行わ

ずとも、キーワードを選ぶことも重要であると再認識させられ

た。

　さらに2019年５月からは、学部Webサイトの記事カテゴリー

の再構築を図るとともに、受験生応援のために独自の記事サイ

トを立ち上げ運用した。しかし、当初は「ニュース・お知らせ」

にカテゴリーを区分していたが、検索エンジンの対策として、

学部トップに「卒業生紹介」「在学生紹介」と併記する形で、「受

験生応援」を変更中であり、Webの階層での管理も必要となっ

た。長谷川旭ら（2008）は、「自校のオープンキャンパスを何

で知りましたか」の回答で、資料請求による紙媒体により知っ

た者の割合より、大学のWebサイトで知った者の割合が高い

と報じている。正確な定量ではないが、B学部においても同様

な傾向と思われる。OC来場者の学部Webサイトの閲覧者数は

2019年８回と2018年13回を比較すると、学部WebサイトのOC

記事では有意に2019年の方が高かったが、体験授業の記事では

差が認められなかった。このことは、高校生にとっての体験授

業の位置づけが、まだOCそのものより低いことによると推測

される。高校生の学部体験授業へのニーズを再度検討する必要

性があることが示唆された。

　今後の課題としては、OCの来場者に対し学部Webサイトの

利用について承諾を得てアクセスチャネル等も含んだアンケー

トを実施することも必要ではあると思われる。また学部Web

サイトを閲覧したがB学部のOCに来校しない場合も想定のも

と、外部要因としての競合大学のOC、予備校の模試、高校の

行事、天候等の影響など、これらの要因の解析が必要になって

くる。

Ⅴ　結論
１） 2017年２月より開始された学部Webサイトのセッション

数は順調に増加した。

２） デジタルディバイスごとの月別のセッション数では、2019

年の３月以降はスマートフォンによる増加がみられたが、

PCおよびタブレットには増加傾向がみられない。

３） スマートフォンにおいてはiOSが、タブレットにおいては

Androidが増加傾向である。

４） アクセスチャネルでは、スマートフォン・PCおよびタブ

レットのいずれもOrganic Searchが増加している。

　結論の２）、３）から１～２年の間にスマートフォン対策で

学部Webサイトのデザインの再構築、文字や画像のバランス
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を調整する。

　結論の２）、４）から複数のLPを制作し運用とリスティング

などのSEO対策を行い、LPの検証を中心的に行い効果判定す

る。またOrganic Searchにおける計画的な流入分析を強化する。

上記２項目を学部サイトの展望・方向性としたい。
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